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令
和
３
年
２
月
か
ら
建
設
が
開
始
さ
れ
た
徳
之
島
町
役

場
新
庁
舎
が
落
成
し
、
令
和
５
年
７
月
２
日
、
内
覧
会
・

開
庁
式
（
神
事
）・
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

午
前
か
ら
行
わ
れ
た
内
覧
会
で
は
、
奄
美
群
島
日
本
復

帰
70
周
年
企
画
展
や
、
町
み
の
り
館
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
販
売

等
が
あ
り
、
各
階
に
配
置
さ
れ
た
職
員
が
見
学
者
を
迎

え
、
庁
舎
内
を
案
内
し
ま
し
た
。

午
後
は
開
庁
式
の
神
事
に
続
き
、
島
内
外
か
ら
多
数
の

来
賓
を
迎
え
、
約
１
８
０
人
が
出
席
し
落
成
記
念
式
典
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
自
衛
隊
南
西
航
空
音
楽
隊
の
演
奏

と
、
役
場
女
性
職
員
に
よ
る
、
国
歌
・
町
歌
・
奄
美
群
島

日
本
復
帰
の
歌
の
斉
唱
で
開
式
。
町
長
式
辞
に
続
き
、
尾

辻
秀
久
参
議
院
議
長
、
三
反
園
訓
衆
議
院
議
員
、
保
岡
宏

武
衆
議
院
議
員
、
塩
田
康
一
県
知
事
（
新
川
康
枝
大
島
支

庁
長
代
読
）
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
㈲
正
栄
工
業
様
、
富
士
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
様
を
は

じ
め
、
新
庁
舎
建
設
関
係
者
の
皆
様
へ
、
町
か
ら
感
謝
状

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

「
お
祝
い
の
こ
と
ば
」
で
は
、
町
の
児
童
生
徒
を
代
表

し
、
作
城
那
奈
子
さ
ん
（
亀
津
中
３
年
生
）
が
、「
新
庁

舎
が
、
輝
く
未
来
へ
徳
之
島
町
の
人
々
を
先
導
す
る
『
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
』
で
あ
り
続
け
て
欲
し
い
」
と
祝
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

最
後
は
来
賓
を
交
え
た
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
新
庁
舎
落
成

の
年
に
誕
生
し
た
新
生
児
（
山
本
伊
織
さ
ん
長
女
・
彩
楓

ち
ゃ
ん
）・
町
内
各
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
よ
り
く
す
玉

が
割
ら
れ
、
新
庁
舎
落
成
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

夕
方
か
ら
行
わ
れ
た
祝
賀
会
は
、
町
長
あ
い
さ
つ
、
来

賓
祝
辞
（
禧
久
伸
一
郎
県
議
会
議
員
、
寿
は
じ
め
県
議
会

議
員
）、
鏡
開
き
・
乾
杯
で
幕
開
け
。
指
宿
桃
子
さ
ん
に

よ
る
祝
い
の
島
唄
や
、
風
の
手
舞
、
自
衛
隊
南
西
航
空
音

楽
隊
、
ダ
・
チ
ャ
ー
ム
、
安
田
竜
馬
さ
ん
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
が
余
興
の
部
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

最
後
は
町
議
会
議
員
の
演
奏
に
よ
る
ワ
イ
ド
節
と
六
調

で
会
場
一
体
と
な
り
、
教
育
長
の
万
歳
三
唱
で
閉
幕
。
念

願
の
新
庁
舎
落
成
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

新
庁
舎
落
成
記
念
行
事
を
開
催

住民との協働により 将来にわたって持続可能な

人と環境にやさしい 『まちづくりの拠点』

⑴ 住民だれもが利用しやすく親しまれる庁舎 

⑵ 防災・減災の拠点となる災害に強い庁舎 

⑶ 機能性・効率性を重視した経済的な庁舎 

⑷ 人と環境にやさしい庁舎 

⑸ 住民協働によるまちづくりの拠点となる庁舎 

祝 徳之島町役場新庁舎落成

～基本理念～

～基本方針～

キッズスペース ２階フロア １階多目的室 議会議場
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会場一体となって踊ったワイド節・六調

来賓の参加も交えた祝賀会での鏡開き 新庁舎建設関係各位の皆様へ感謝状贈呈

高岡秀規町長

作城那奈子さん

落成記念式典での万歳三唱

開庁式の神事

新生児家族・町内各小中学校の
児童生徒によるくす玉割り

大島紬を着た役場女性職員による合唱
尾辻秀久参議院議長、
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６
月
10
日
に
手
々
、
翌

11
日
に
花
徳
と
山
で
、

令
和
に
な
っ
て
各
集
落

初
開
催
と
な
っ
た
豊
年

祭
が
あ
り
ま
し
た
。

手
々
集
落
で
は
、
手
々

小
中
学
校
か
ら
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
神
輿
が
ス

タ
ー
ト
。
手
々
福
祉
館

ま
で
の
道
の
り
を
、
同

校
の
児
童
生
徒
６
人
が
、

「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
！
ワ
ッ

シ
ョ
イ
！
」
と
大
き
な

掛
け
声
で
元
気
に
練
り

歩
き
ま
し
た
。

翌
11
日
の
午
前
は
花

徳
集
落
で
、
午
後
に
は

山
集
落
で
豊
年
祭
が
ス

タ
ー
ト
。
両
集
落
と
も

に
先
導
車
の
後
を
、
青

年
団
の
気
合
の
入
っ
た

神
輿
と
元
気
な
子
ど
も

神
輿
が
続
き
、
公
民
館

な
ど
各
所
の
広
場
で
は

女
性
連
が
踊
り
を
披
露
。

い
ず
れ
の
地
域
も
活
気

に
満
ち
溢
れ
、
コ
ロ
ナ

禍
を
乗
り
越
え
復
活
し

た
、
待
ち
に
待
っ
た
豊

年
祭
の
開
催
に
喜
び
を

爆
発
さ
せ
た
様
子
で
し

た
。

３
集
落
と
も
令
和
初

豊年祭【手々 ・ 花徳 ・ 山】
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（写真左から）富信也氏、清和雄氏、祷正次郎氏

３年越しで念願の開催となった大会

徳
之
島
町
役
場
新
庁
舎
の
施
工
業
者

３
社
か
ら
、
庁
舎
完
成
記
念
に
本
町
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
６
月
19
日
、
寄

付
金
の
贈
呈
式
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
寄

付
を
い
た
だ
い
た
の
は
、
渕
上
建
設
工

業
㈱
（
祷
正
次
郎
代
表
取
締
役
）、
㈱

清
和
工
業
（
清
和
雄
取
締
役
）、
㈱
富

建
設
（
富
信
也
代
表
取
締
役
）
の
３
社
。

「
町
の
発
展
の
た
め
に
活
用
し
て
く
だ

さ
い
」
と
、
渕
上
建
設
工
業
㈱
か
ら

２
０
０
万
円
、
㈱
清
和
工
業
と
㈱
富
建

設
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
万
円
の
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄
付
金
は
町

の
子
ど
も
達
の
教
育
分
野
等
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

役
場
新
庁
舎
施
工
３
社
か
ら
町
へ
寄
付
金
贈
呈

特
別
国
民
体
育
大
会
「
燃
ゆ
る
感
動

か
ご
し
ま
国
体
」
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
６
月
18
日
、
町
健
康

の
森
総
合
運
動
公
園
で
あ
り
ま
し
た
。

か
ご
し
ま
国
体
は
当
初
２
０
２
０
年
に

開
催
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
延
期
。
今
回
３
年
越
し
の

開
催
と
な
り
、「
奄
美
群
島
日
本
復
帰

70
周
年
記
念
」
の
冠
称
を
つ
け
て
の
大

会
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
に
は
徳
之
島

３
町
か
ら
40
チ
ー
ム
約
２
０
０
人
が
参

加
。
当
日
の
朝
は
雨
天
で
開
催
が
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
が
、
昼
頃
に
は
晴
れ
間
が

見
え
始
め
、
選
手
は
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
様
子
で
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

か
ご
し
ま
国
体
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

徳
之
島
町
役
場
新
庁
舎
の
落
成
を
記

念
し
、
町
地
域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

か
ら
本
町
へ
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
の
寄

贈
が
あ
り
、
６
月
24
日
、
役
場
で
贈
呈

式
が
あ
り
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
セ
ン

タ
ー
は
大
島
紬
や
芭
蕉
布
な
ど
の
島
特

有
の
素
材
を
使
用
。
女
性
連
の
皆
さ
ん

が
協
力
し
、「
で
き
る
人
が
」「
で
き
る

こ
と
を
」「
で
き
る
と
き
に
」
を
合
言

葉
に
、
一
針
一
針
思
い
を
込
め
て
約

３
ヶ
月
か
け
て
制
作
。
計
３
枚
の
テ
ー

ブ
ル
セ
ン
タ
ー
を
寄
贈
い
た
だ
き
、
当

日
早
速
、
町
長
室
、
副
町
長
室
、
教
育

長
室
の
応
接
テ
ー
ブ
ル
に
置
か
れ
、
来

客
を
迎
え
ま
し
た
。

地
域
女
性
連
か
ら
町
へ
紬
の
テ
ー
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
寄
贈

奄
美
群
島
文
化
財
保
護
対
策
連
絡
協

議
会
か
ら
、
町
文
化
財
保
護
審
議
委
員

の
松
村
大
吾
さ
ん
と
、
手
々
民
芸
保
存

会
が
表
彰
を
受
け
、
６
月
27
日
、
役

場
で
伝
達
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。
松

村
さ
ん
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
18
年

に
わ
た
っ
て
町
の
文
化
財
保
護
審
議
委

員
を
務
め
、
有
形
文
化
財
や
記
念
物
な

ど
、
計
６
件
の
指
定
に
携
わ
り
ま
し
た
。

手
々
民
芸
保
存
会
は
、
昭
和
51
年
に
伝

統
行
事
「
ム
チ
タ
ボ
リ
」
が
町
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
以
降
、

地
元
で
の
継
承
活
動
の
み
な
ら
ず
島
外

で
も
ム
チ
タ
ボ
リ
を
披
露
す
る
な
ど
、

継
続
的
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

松
村
大
吾
さ
ん
と
手
々
民
芸
保
存
会
へ
奄
文
連
表
彰

松村さん（中央左）と手々民芸保存会の中島さん（中央右）

徳之島町地域女性連の皆さんと町関係者
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「
第
36
回
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
IN
徳
之

島
大
会
」
が
６
月
25
日
、
総
合
の
部
に

３
６
５
人
、
リ
レ
ー
の
部
に
46
組
が
参

加
し
、
島
内
一
円
を
コ
ー
ス
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
は
台
風
の
影
響
に
よ

り
、
ラ
ン
と
バ
イ
ク
の
「
デ
ュ
ア
ス
ロ

ン
形
式
」
に
変
更
と
な
っ
た
た
め
、
本

来
の
ス
イ
ム
・
バ
イ
ク
・
ラ
ン
で
の

「
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
」
と
し
て
の
実
施

は
実
に
４
年
ぶ
り
。
当
日
は
真
夏
日
の

過
酷
な
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。
バ
イ

ク
コ
ー
ス
の
一
部
と
な
っ
た
徳
之
島
町

で
は
、
北
部
か
ら
南
部
に
か
け
て
鉄
人

た
ち
が
疾
走
。
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
交
通
整

理
、
沿
道
か
ら
の
大
き
な
声
援
が
選
手

の
頑
張
り
を
支
え
ま
し
た
。

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
IN
徳
之
島
大
会
、
４
年
ぶ
り
に
完
全
開
催選手の頑張りを支えたエイドのボランティア

運動に取り組む保護司の皆さんと町関係者

第
73
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

の
出
発
式
が
６
月
30
日
、
町
役
場
で

あ
り
、
町
の
保
護
司
か
ら
高
岡
町
長

へ
、
内
閣
総
理
大
臣
と
鹿
児
島
県
知

事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
達
さ
れ
ま
し

た
。
同
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
を
防

止
し
立
ち
直
り
を
支
え
、
安
全
・
安

心
で
明
る
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め

の
全
国
的
な
運
動
で
、
７
月
が
運
動

の
強
化
月
間
・
再
犯
防
止
啓
発
月
間
。

本
町
で
は
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
８

人
の
保
護
司
が
中
心
と
な
っ
て
運
動

を
推
進
し
て
お
り
、
同
日
は
運
動
啓

発
活
動
の
一
環
と
し
て
町
内
の
小
・

中
学
校
へ
の
訪
問
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
出
発
式
、
小
中
学
校
も
訪
問

元
徳
之
島
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

鈴
木
廣
志
さ
ん
と
、
伊
仙
町
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
西
村
奈
美
子
さ
ん
の
共
著

「
琉
球
弧
・
海
辺
の
生
き
物
図
鑑
」
が

刊
行
さ
れ
、
７
月
３
日
、
徳
之
島
３
町

の
教
育
委
員
会
を
通
じ
、
島
内
の
小
・

中
学
校
へ
書
籍
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
図
鑑
に
掲
載
さ
れ
た
植
物
や
海
草
、

魚
や
鳥
、
甲
殻
類
な
ど
の
動
植
物
は
、

一
部
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
が
徳
之
島
の

海
辺
で
観
察
さ
れ
た
も
の
。
著
者
の
お

二
人
は
「
海
辺
に
行
く
際
は
本
書
を

持
っ
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
ま
で
使
い
、

海
辺
の
生
き
物
の
不
思
議
さ
、
面
白
さ

を
知
っ
て
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

「
琉
球
弧
・
海
辺
の
生
き
物
図
鑑
」
小
中
学
校
へ
寄
贈

海辺で出会える 465 種を掲載

高低差の激しいバイクコースを疾走する選手たち
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住民生活課国民年金係　☎ 0997-82-1114問

以下の日程で、年金相談所を開設します。相談は予約制です。相談を受けられる方は住民生活課
国民年金係までお申し込みください。またご来場の際は、年金手帳やねんきん定期便、運転免許証
など、身分確認ができる書類をご持参ください。

●日時＝令和５年８月９日（水）午後２時～午後５時、８月 10 日（木）午前 9 時～午後３時
●場所＝町役場３階会議室
●相談内容＝ 10 年短縮による年金請求のこと、国民年金、厚生年金船員保険等の年金制度全般に
　　　　　　 関すること

奄美大島年金事務所からのお知らせ

年金相談所の開設について

金融機関 振替日

ゆうちょ銀行の場合 令和５年８月 25 日（金）

ゆうちょ銀行以外の金融機関の場合 令和５年８月 28 日（月）

●口座振替について
口座振替をご利用の

方は右記の日程で振
替を行います。引落
し前日までに残高の
確認をお願いします。

税務課 徴収係　☎ 0997-82-1117

税務課からのお知らせ

町税の納期内納付にご協力ください
問

今月は、町県民税（２期分）・国民健康保険税（２期分）の納期月間です。

【納期限】令和５年８月 31 日（木）

令和５年度にばれいしょを生産される農家の皆さまへ堆肥助成を行いま
す。ご希望の方は、農林水産課または花徳支所へお申込みください。（※さ
とうきび農家への春植堆肥助成は 12 月にご案内予定です。また、袋詰堆
肥は常時受付けています。）

●対象者＝徳之島町内のばれいしょ生産農家
●農家負担額＝ 1 トンあたり 3,000 円（散布込み）
●申込受付期間＝令和５年８月１日（火）～令和５年 10 月 31 日（火）

ばれいしょ生産農家の皆さまへ

堆肥助成のお知らせ（環境保全型農業推進事業）
農林水産課 ☎ 0997-82-1150問
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 8 月号

町では、一般の生ごみの減量化推進のため、「ベランダ de キ
エーロ」の普及に取り組んでいます。「キエーロ」は電力を使
わずに、土や太陽等の力で生ごみを堆肥化する小型生ごみ処理
器です。ご家庭から排出される生ごみの減量化して資源として
再利用してみませんか？

●販売価格＝ 1,500 円　●販売基数＝ 100 基（予定）

●販売場所＝町シルバー人材センター（町から製作・販売を委託）

お家でごみダイエット♪

生ごみ処理容器「キエーロ」を販売しています
住民生活課　☎ 0997-82-1114 　町シルバー人材センター　☎ 0997-82-2772問

鹿児島県出身沖縄戦没者追悼式への参列を希望されるご遺族を、以下の内容で募集します。お申

込みは住民生活課へ、追悼式の詳細については県庁社会福祉課へお問い合わせください。

●期日＝令和５年 11 月 14 日（火）※前日からの団体行動になります。

●場所＝鹿児島霊園（沖縄県糸満市平和記念公園内　摩文仁の丘）

●対象者＝沖縄及び沖縄近海での戦闘で戦没した方の配偶者及び三親等内のご遺族

●申込期間＝令和５年 8 月１日（火）～令和５年８月 31 日（木）

●募集人数＝８人（鹿児島県内全市町村で）※申込多数の場合は、選考となります。

●申込先＝住民生活課国民年金係

●問合せ先＝住民生活課国民年金係 ☎ 0997-82-1114   県庁社会福祉課 ☎ 099-286-2840

住民生活課へお申込みください

「鹿児島県出身沖縄戦没者追悼式」参列遺族を募集します
住民生活課国民年金係　☎ 0997-82-1114　県庁社会福祉課　☎ 099-286-2840問

井之川振興会へ備品類が整備されました

一般コミュニティ助成事業について

「令和５年度の自治宝くじ助成事業」として、井之川振興会が「一
般コミュニティ助成事業」の対象となり、カラオケセット、会議テー
ブル等が整備されました。これは、一般財団法人自治総合センター
が宝くじの普及広報活動の一環として、
住民が行うコミュニティ活動の促進に助
成を行っているものです。今後、井之川

振興会でコミュニティ活動の推進や各種行事等に有効活用し、地域の活
性化に役立てられます。

生涯学習センター　☎ 0997-82-1309問
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町からのお知らせ

広報 徳之島 2023 年 8 月号

■対象者

【お問い合わせ】 徳之島町保健センター☎　０９９７-83-3121

・ 65 歳以上の高齢者

・ 基礎疾患を有する方 （5 歳～ 64 歳）

・ 医療機関や高齢者施設、 障がい者施設等の従事者

■接種期間と回数

・ 令和 5 年 5 月 8 日～ 8 月 31 日までの期間中 1 回

■接種間隔

・ 前回の接種から 3 カ月以上経過

■接種券付予診票 （※ピンク色の用紙です）

・ 春夏開始の接種券付予診票はピンク色の用紙です。 白色の予診票はご利用いただけませ

んのでご注意ください。

・ 65 歳以上の高齢者で初回接種 （1、 2 回目） を完了している方には保健センターから

発送しております。 接種券付予診票が届いていない方で、 接種を希望される方は保健セ

ンターへお問い合わせください。

・ 5 歳以上 64 歳以下の基礎疾患を有する方は、 保健センターにて申請が必要です。

令和５年新型コロナワクチン春夏接種
接種はもうお済みですか？

令和５年新型コロナウイルスワクチン春夏接種は、令和５年８月 31 日をもって終了となり
ます。接種をご希望の方は、期日までにお早めにお済ませください。ご不明な点は保健センター
へお問い合わせください。

医療機関名 電話番号 予約受付時間

徳之島徳洲会病院 0997-83-1100 午後１時～午後５時

宮上病院 0997-82-0002 午前９時～午後５時

いなだ整形・内科クリニック 0997-83-3800 午前８時 30 分～午後５時 30 分

徳之島診療所 0997-83-2131
平日 : 午前９時～午後５時

土曜日 : 午前９時～午後 12 時 30 分

伊仙クリニック 0997-86-3030 午後からお問い合わせください

天城ユイの里医療センター 0997-85-3080 午後４時から午後５時

天城診療所 0997-85-3315 診療時間内でお問い合わせください

■接種場所

・ 個別医療機関のみでの実施となります。 以下の医療機関に直接お問い合わせのうえ予約

　をお願いいたします。
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情報掲示板

広報 徳之島 2023 年 8 月号
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０
１
―
１
２
５

（
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日
９
時
30
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～
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時
30

分
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ー
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ー
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w
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ま
た
は

「
内
閣
府 

重
要

土
地
」
で
検
索

国
民
保
護
法
で
指
定
す
る
避
難

施
設
に
つ
い
て

鹿
児
島
県
で
は
、
武
力
攻
撃

事
態
等
に
お
い
て
住
民
を
避
難

さ
せ
、
又
は
避
難
住
民
等
の
救

援
を
行
う
た
め
、
あ
ら
か
じ
め

避
難
施
設
を
指
定
し
て
お
り
ま

す
。県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

避
難
施
設
の
一
覧
を
掲
載
し

て
い
る
ほ
か
、
国
の
国
民
保
護

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
リ
ン
ク
し

て
、
利
用
者
が
現
在
地
付
近
の

避
難
施
設
情
報
を
簡
易
な
操
作

で
確
認
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
り
ま

す
。（
県
Ｈ
Ｐ
⇩
）

◎
お
問
い
合
わ
せ
＝
鹿
児
島
県

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係　

☎
０
９
９
―
２
８
６
―
２
２
５
５

内
閣
府
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
重
要
施
設
周
辺
及
び
国
境
離
島

等
に
お
け
る
土
地
等
の
利
用
状
況

の
調
査
及
び
利
用
の
規
制
等
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
防
衛
関

係
施
設
等
の
周
囲
お
お
む
ね
千
㍍

の
区
域
内
及
び
国
境
離
島
等
の
区

域
内
の
区
域
を
「
注
視
区
域
」・「
特

別
注
視
区
域
」
と
し
て
指
定
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
７
月

12
日
に
町
内
の
一
部
の
区
域
を
注

視
区
域
と
し
て
指
定
し
、
８
月
15

日
に
施
行
す
る
予
定
で
す
。
施
行

日
後
に
お
い
て
は
、
指
定
さ
れ
た

区
域
内
の
土
地
・
建
物
で
防
衛
関

係
施
設
等
の
機
能
を
阻
害
す
る
行

為
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
内
閣
府

が
調
査
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は

内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参

照
い
た
だ
く
か
、
左
記
の
内
閣
府

の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
注
視
区
域
】

　

神
之
嶺
～
徳
和
瀬
の
海
岸
沿

い
、
亀
徳
港
南
防
波
堤
灯
台
、

亀
津
南
区
の
周
辺
の
区
域
。

◎
内
閣
府
重
要
土
地
等
調
査
法

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

☎
０
５
７
０
―
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神之嶺小でパラリンピックアスリート
円尾敦子さん・智彦さん夫妻との交流会教育委員会だより

【円尾智彦】
アイススレッジホッケー選手（現在パラトライア
スロン選手）　下肢障がい（義足）
○ 2010 年バンクーバーパラリンピック冬季大会
　アイススレッジホッケー日本代表銀メダル

【円尾敦子】
パラトライアスロン選手　視覚障がい者 1級
○ 2016 年リオデジャネイロパラリンピック
　トライアスロンＰＴ５女子９位
○ 2021 年東京 2020 パラリンピック
　トライアスロン競技 11位

「令和５年度コミュニティ助成事業」の「地
域防災組織育成事業」として、徳之島地区消
防組合が事業実施主体となり、ポータースモー
ク（発煙用機器）を整備しました。これは、
一般財団法人自治総合センターが宝くじの普及広報活動の一環として、安全な地域づくりと共生の
まちづくり等に対し助成を行っているものです。今後も地域防災を担うよう徳之島町女性防火クラ
ブの活躍が期待されます。 徳之島地区消防組合　☎ 0997-83-3160問

「コミュニティ助成事業」で「徳之島町女性防火クラブ」へ
ポータースモーク（発煙用機器）を整備しました

町立神之嶺小学校で6月23日、パラリンピッ
クアスリートの円尾敦子さん・智彦さん夫妻
との交流会がありました。交流会の前半は、
夫妻がそれぞれの経験や障がいについて講演。
「辛い経験をしても　前向きに生きて欲しい
（智彦さん）」「障がい者やお年寄り、困ってい
る人がいたら、勇気を出して声をかけて（敦
子さん）」など、児童へメッセージを送りまし
た。後半は、児童がアイマスクをしてランニ
ングの伴走を体験。また、智彦さんの競技用、
生活用の義足や、バンクーバーオリンピック
の本物の銀メダルにも触れる機会となりまし
た。お二人の主な実績は以下のとおりです。

【円尾智彦さん】 【円尾敦子さん】

社会教育課　☎ 0997-82-2904　学校教育課　☎ 0997-82-1308問

講話・煙体験を実施（6/17）ポータースモーク（発煙用機器）
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今
回
は
『
徳
之
島
町
史 

自
然
編
』

か
ら
徳
之
島
の
地
形
の
成
り
立
ち
を
紹

介
し
ま
す
。

ま
ず
、
図
１
で
す
。
過
去
50
万
年
の

地
球
の
気
温
変
化
の
様
子
を
表
し
て
い

ま
す
。
ほ
ぼ
10
万
年
周
期
で
寒
冷
期
と

温
暖
期
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
が
わ
か

り
ま
す
。
期
間
の
多
く
は
寒
冷
期
で
、

温
暖
期
は
そ
れ
ぞ
れ
１
万
５
０
０
０
年

か
ら
２
万
５
０
０
０
年
ほ
ど
で
す
。
太

陽
の
周
り
を
コ
マ
の
よ
う
に
自
転
し
て

こ
れ
ま
で
何
気
な
く
見
て
い
た
風
景

も
知
識
を
得
る
と
思
わ
ぬ
発
見
が
あ
っ

て
、
興
味
深
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
せ
っ
か
く
世
界
自
然

遺
産
登
録
地
の
徳
之
島
に
住
ん
で
い
る

の
で
す
か
ら
、
徳
之
島
の
こ
と
を
も
っ

と
た
く
さ
ん
知
っ
て
大
い
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。『
徳
之
島
町
史 

自
然
編
』
も

ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　

     （
町
誌
編
さ
ん
室　

米
田 

博
久
）

い
る
地
球
の
リ
ズ
ム
の
よ
う
な
も
の
で

す
。
そ
こ
に
約
２
万
５
０
０
０
年
周
期

の
地
軸
の
揺
れ
（
歳さ
い
さ差
）
も
加
わ
っ
て

い
ま
す
。
現
在
の
地
球
は
温
暖
期
の
終

わ
り
ご
ろ
に
あ
た
り
ま
す
。

温
暖
期
と
寒
冷
期
で
は
地
面
の
高
さ

が
変
わ
り
ま
す
。
図
２
は
約
２
万
年
ほ

ど
前
の
寒
冷
期
の
海
面
の
位
置
で
す
。

現
在
の
海
面
は
そ
の
頃
に
比
べ
て
百

㍍
以
上
も
高
く
な
り
ま
し
た
。
逆
に
い

う
と
、
地
球
の
リ
ズ
ム
か
ら
し
て
あ
と

１
万
年
ほ
ど
で
図
２
の
よ
う
な
徳
之
島

に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
徳
之
島
町
側
を
中
心
に
沖
合
５
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
先
ま
で
陸
地
が
広
が
り
ま

す
。
図
３
の
海
の
部
分
が
陸
に
な
っ
た

と
思
う
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。
見
て
み

☎
０
９
９
７
―
８
２ 

―
２
９
０
８

問

郷
土
資
料
館

島
の
む
ん
が
た
り

町
誌
編
さ
ん
室
の

徳
之
島
の
地
形
の
成
り
立
ち

た
い
も
の
で
す
。

天
城
町
の
下し
た
ば
る
ど
う
け
つ
い
せ
き

原
洞
穴
遺
跡
か
ら
、
最

近
１
万
３
８
０
０
年
前
の
縄
文
時
代

草そ
う
そ
う
き

創
期
の
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
頃
の
徳
之
島
は
図
２
に
近
い

姿
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
徳
之
島
町
の

沖
合
数
キ
ロ
が
陸
地
だ
っ
た
の
で
す
か

ら
、
現
在
の
人
々
が
海
岸
線
に
住
む
よ

う
に
、
人
々
の
生
活
の
場
も
現
在
の
海

の
中
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
徳
之
島
町
側
の
縄
文
草
創
期
の

遺
跡
は
、
海
の
中
に
あ
る
可
能
性
が
高

い
わ
け
で
す
。

も
っ
と
も
陸
地
の
姿
は
一
定
だ
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、
大
き
な
浮
き
沈
み
を

繰
り
返
し
な
が
ら
島
々
は
成
長
し
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
標
高
約
２
０
０
㍍
の

亀
津
の
大
原
な
ど
は
40
万
年
前
は
海
岸

で
し
た
。
ま
た
、
亀
津
市
街
地
は
60
㍍

前
後
の
段
丘
で
囲
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
こ
は
10
万
年
余
り
前
ま
で
の
海
岸
線

で
す
。
徳
之
島
南
部
域
は
琉
球
石
灰
岩

で
お
お
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
こ

の
地
域
が
過
去
40
万
年
ほ
ど
の
間
に
持

ち
上
が
っ
た
こ
と
を
示
し
ま
す
。
逆
に

大
島
本
島
側
は
沈
み
、
山
の
部
分
が

残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
様
子
は
、
船
か

ら
徳
之
島
の
形
を
よ
く
見
る
と
わ
か
り

ま
す
。
南
か
ら
北
に
か
け
て
少
し
傾
斜

し
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
ま
す
。

（図１）10 万年周期で寒暖を繰り返す第四紀中期
　　　   から現代までの地球の気候変化

（
図
２
）
海
面
が
１
０
０
㍍
下
が
っ
た
と
き
の

徳
之
島　

※
水
深
は
そ
の
時
の
深
さ
を
示
す
。

（図３） 花徳浜の前に広がる海。1 万年後、この先５km 以上が陸地
　　　 になるかもしれない。
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『プリンちゃんのなつやすみ』

なかがわ ちひろ／ぶん、たか
お ゆうこ／え〔絵本〕

ここは、おかしの国。夏休み、
プリンちゃんはみんなと海に
でかけます。お砂糖の砂浜、
さーらさら。ソーダの海は、

しゅーわしゅわ。海べでお城もつくります。夜になった
ら…。

図書館かち
行かでー！

～Let's go to the library! ～ 

『図書館のお夜食 』

原田 ひ香／著〔小説〕

亡くなった作家の蔵書が集められ
た「夜の図書館」を SNS で知った
乙葉。実在の本に登場する料理が
まかないとして出てくる夜の図書
館で、本好きの同僚に囲まれなが
ら働きはじめるが…。

徳之島町立図書館から、
新着本やイベントなどのお知らせ。

本
を
読
ん
で
、

人
生
を
豊
か
に
。

『一日署長 』

大倉 崇裕／著〔小説〕

警察学校を首席卒業の五十嵐いず
み。ある日、パソコンの画面が発
する光に包まれると、そこは 1985
年の署長室だった。署では未解決
事件捜査の真っ最中。いずみは “一
日署長 ” として現場に赴き…。

『ぎょうれつのできるアイスク
リームかきごおりやさん

ふくざわ ゆみこ／作〔絵本〕

シロクマさんのアイスクリーム
と、ペンギンさんのかきごおり。
「どっちがおいしいか決めて」と
言われたテンさんは困ってしま
い…。いちごジャムのアイスか

きごおりのレシピ付き。ぎょうれつのできる、おいしい
えほんシリーズ。

『手洗いがやめられない』

佐藤 陽／著〔一般書〕

ある日、突然「赤いシミ」が気に
なるところからすべては始まった
…。強迫性障害になった現役朝日
新聞記者と、それを支えた妻の体
験記。医師、妻との対談も収録する。

徳之島町立図書館　☎ 0997-82-1239

の図書館展示

○課題図書　　○自由研究　

○徳之島を知ろう

《図書館開館時間》火～金曜日：午前 10 時～午後７時
　　　 土・日・祝日：午前９時 30 分～午後５時

8 月

《返却ポスト回収予定日》

　【阿田野平住宅】 8月５日（土）　、 ８月 22日（火）
　【花徳支所】 ８月４日（金）、８月 26日（土）

お知らせ

○おはなしの時間

　3歳～　　8/12（土）・8/26（土）午後 2時 30分～

○イベント

わきゃ島塾　「史跡巡り」

　8/19（土）午後２時～午後３時 30分

『画像生成 AI がよくわかる本』

田中 秀弥／著、松村 雄太／監修
〔一般書〕

画像生成AI の全体像をわかりやす
く理解できるよう、画像生成AI の
歴史、技術的な仕組みと使い方、著
作権に関する議論について説明。さ
らにビジネス分野での活用事例を示
し、個別サービスの概要と特徴を紹
介する。
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の 食中毒夏場 にご用心！

《
妊
娠
後
期（
妊
娠
28
週
頃
）～
出
産
に
向
け
て
》

・
身
体
の
変
化
と
出
産
準
備

・
お
産
の
経
過
と
産
後
の
生
活

・
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
栄
養
と
食
事
（
後
編
）

・
０
歳
か
ら
の
む
し
歯
予
防

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

母
子
手
帳
交
付
・
歯
科
相
談

【
日
に
ち
】
８
月
21
日
（
月
）

【
時　

間
】
10
時
～
12
時

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
前
の
週
の
金
曜
日
ま
で
に
電
話

　

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

＊
母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】
14
時
～
14
時
30
分

【
対
象
者
】

妊
婦
の
方
、
幼
児
、
一
般
の
方
、

３
ヶ
月
以
上
歯
科
健
診
・
フ
ッ
化
物

塗
布
を
受
け
て
い
な
い
お
子
さ
ん

【
受
付
時
間
】
13
時
30
分
～

【
日
に
ち
】
８
月
17
日
（
木
）

【
場　

所
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー

○
歯
科
相
談

○
母
子
手
帳
交
付

※
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
・
風
邪
症
状
が
あ

る
な
ど
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
方
は
来
所

を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

令和５年度 肺がん検診のご案内
【対象】40 歳以上の町民　【内容】問診、胸部レントゲン検査、喀痰検査（必要と判断された場合）

実施日 受付時間 会場

９月３日（日）・４日（月） 8:30 ～ 11:00 ／ 13:00 ～ 15:00 徳之島町保健センター

９月５日（火） 9:00 ～ 11:00 ／ 13:00 ～ 15:00 花徳生活館

※前年度受診された方、または申込をした方には検診の 1 か月前頃に通知を郵送いたします。
※通知がない方で検査を希望する方は、当日でも受付することができます。
※ 65 歳以上を対象とした結核検診（レントゲン検査）は、10 月頃を予定しています。

徳之島町保健センター　電話 :0997-83-3121

○食中毒は食べ物でも予防できます。予防に効果のある「わさび」「にんにく」「梅干し」など
の食べ物も食卓に取り入れ、食中毒を予防しましょう。

夏場に多く発生する、細菌等による「食中毒」。食中毒を起こす細菌の多くは 20℃
ほどで活発に増え始め、人間の体温程度の温度で増殖スピードが一番早くなります。
高温多湿な環境は細菌の増殖を活発にさせるので、特に注意が必要です。

食中毒予防３原則「付けない」「増やさない」「やっつける」

○こまめに手を洗いま
しょう。

○ 肉 や 魚 を 切 る と き
は、使用する度に包
丁やまな板を洗剤で
洗いましょう。

付けない
○生鮮食品は速やかに

冷蔵庫に入れて冷や
しましょう。

○冷蔵庫内の温度が上
がらないよう、食品
を詰め込まないよう
にしましょう。

増やさない
○ 食 品 を 加 熱 調 理 し、

生食を控えましょう。
○肉や魚、卵などをを

調理した調理器具に
は熱湯をかけて消毒
しましょう。

やっつける
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徳之島町の現勢

面積 104.92 ㎞2

人口 　9,735 人

 男 4,807 人

 女 4,928 人

世帯数 4,651 戸

　

（-12）

（-４）

（-８）

（-６）

（括弧内は先月との比較）

令和５年７月１日現在

戸
籍
の
窓

直
　
　
大
生
　
　
亀
　
津

徳
田
　
純
莉
　
　
亀
　
津

※令和 2年国勢調査に基づく

　推計人口です。

徳
山
　
修
治
　
　
亀
　
津


山
く
り
す
ち
な
　
　

山

第 40 回どんどん祭り

グランウドゴルフや地域サロン、公民館講座のカラオ
ケなど、多趣味に毎日を楽しく過ごしているマツエさん。今年 5
月には、町シルバー人材センターでの 20年間にわたる地域貢献で
表彰を受けました。健康の秘訣を聞くと「何でも好き嫌いなく食
べること」「毎朝コップ 1杯の牛乳を飲むこと」「家にいる時もイ
スに座って体操をすること」など、体にいいことは何でも実践し
ているとのこと。「スポーツの大会に出場しているひ孫の応援をし
ながら、その成長を見ることが楽しみ」と笑顔で話してくれました。

わっきゃまちの

米島マツエさん
南区（90 歳）

きまいたりっちゅ !

パレード参加団体募集

奄美群島日本復帰 70 周年記念

亀津新漁港から亀徳新港特設ステージまでのパレードを実施します。 パレード中は 「ワイド節」 「花の

徳之島」 の 2 曲と、 ハロウィンをイメージした音楽を流します。 ハロウィン仮装の参加も大歓迎！４年

ぶりのどんどん祭りパレードに参加してみませんか？おもてなし観光課 （☎ 0997-83-0731） へ、

令和５年 8 月 31 日 （木） までにお申込みください。 皆さまのご参加をお待ちしています。

令和５年 10 月 29 日（日）開会式 16：30 ～ （※花車・神輿等は 16：15 までに会場搬入）


